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イスラームにおける樹木をめぐる信仰の再考察
――チュニジアにおけるオリーブの事例から――

二ツ山　達朗*

I. はじめに

　本論文の目的は、イスラームにおける樹木の意味を、チュニジアのオリーブを事例に再考察する
ことにある。この目的には以下のような背景がある。
　イスラームの多様なあり方については、これまでにも様々な議論がなされてきた［大塚 1989: 

135; 小杉 1999; 東長 1999など］。それらの多様なイスラームを示す代表格として着目されてきた研
究対象として、各地の聖者信仰があげられる。地域の固有性と折り合いをつける聖者の役割は、多
様性と具象性に通じる［赤堀 2005: 24］からである。ことに、中東や北アフリカをフィールドとし
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The aim of this paper is to reconsider faith concerning trees in the Islamic world through the 
case of the olive tree in Tunisia.

There are “sacred trees” almost all over the Middle East and North Africa and they have 
been mentioned mainly by anthropologists. The previous studies explained that such a belief 
comes from the veneration out of fear of genies (jinn) and saint’s power and that these trees are 
venerated because they are the abodes of these supernatural beings. Thus, in the Middle East 
and North Africa, only individual trees which are related with a supernatural being like a genie 
or a saint have been focused on. On the other hand trees in general have not been focused on 
as a way to understand popular Islam. However, some of the theological studies have already 
pointed out that trees in general or some species in particular have important Islamic meanings.
This case study focuses on the latter trees which are related to Muslim’s faith from an 
anthropological viewpoint, based on four months of field research (interview to 47 informants 
and participant observation). In the case of olive trees in Tunisia, they are regarded as sacred 
(muqaddas) and blessed (mubārak) trees and they are related to people’s faith without relation 
to genies and saint’s spirits. The informants explained that olive is mentioned in Qur’ān, olive 
oil is a medicine for all diseases, the olive brings a lot of merit, and only the olive can exist in 
almost dry climatic conditions. Thus, some reasons make the inhabitants regard them as sacred 
or blessed trees. 

The previous studies explained that saints are “mediators” who “channel” Allāh’s baraka 
(blessing) to the people. However, this case shows that olive trees manifest Allāh’s baraka 
through curing their disease or giving valuable things to them. So it can be said that the olive 
itself can be a mediator between Allāh and Muslims. 
The Previous studies focused on saints to understand popular Islam and they tend to disregard 
the materials in their ordinary life. However, as this case clearly shows, material can also 
manifest some of Allāh’s baraka. 

 * 　京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士課程
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ている人類学者は、民衆の間に根付いている聖者信仰に魅せられ、中心的な考察対象としてきた［赤
堀 2004: 231; 斎藤 2010a: 63］。
　一方で、人（聖者）以外のモノに着目した考察は、これとは対照的といってよい。近年では宗教
的商品（religious commodities）などのモノを通じてイスラームの信仰を理解しようとする動きはあ
るものの［Starret 1995; D’Alisera 2011など］1）、ムスリムの日常生活に関わるモノを対象にした考
察は、中心的な位置をしめてこなかった2）。本論はこのような背景から、聖者のみではなく日常生
活の中にあるモノを考察対象として、民衆のイスラームを理解するねらいがある。
　これまでの研究が、聖者以外の対象に全く触れてこなかったという訳ではない。過去の民族誌的
な記述を振り返れば、日々のムスリムと関わる日常的なモノや自然に対する民衆の信仰が多彩に記
述されている［Doutté 1984(1908); Westermarck 1926など］。しかしながら後述するように、それら
の考察は、その対象を通して示されるジンなどの霊的な存在や聖者の力に焦点があてられてきたこ
とが指摘できる。中東地域で聖樹（sacred trees）とされムスリムの信仰と関わるものは、聖者の魂
が宿っている樹木であると解釈されるように［Dafni 2006, 2007］、多くの場合その背後には聖者（も
しくはジンなど）の存在がいるとされてきた。ある特定の樹木や岩などの自然物を対象とし、そこ
に顕現するジンや聖者などの存在に焦点があてられてきた一方で、樹木自体が民衆のイスラームの
信仰にどのように関わり、彼らの信仰にどのように位置づけられているかという考察はなされてこ
なかった。
　本論で示すチュニジアのオリーブの事例は、そのような精霊や聖者の存在なしにもある種の樹木
がムスリムの信仰に深く関与し、イスラームの信仰の一部を担っているというものである。本論で
はフィールドワークで得られた資料から、これまで考察されてきた樹木をめぐる信仰とは違う事例
を提示する。このことにより、先述したような人（聖者）だけでなく、ムスリムの日常生活に関わっ
ているモノに着目した考察が、多様なイスラームを理解する際の鍵となりうる可能性を述べる。
　以下では、第 2節において、イスラーム世界各地にみられる樹木をめぐるムスリムの信仰の先行
研究をまとめ、それらがイスラームにおける樹木の神学的な議論とどのように違うのかを述べる。
第 3節では、調査対象地域であるチュニジアにおいて、オリーブがどのようにみなされているかを
示した上で、農村において現地のムスリムがどのようにオリーブと関わっているかを述べる。第 4
節では、この事例を出発点として、それがムスリムの信仰にとってどのように位置づけられるのか
を考察する。第 5節では、それらの考察から得た視座が、民衆のイスラームを理解する際に果たす
可能性を述べる。

2. 樹木をめぐる信仰の先行研究

2-1. 樹木をめぐる民衆の信仰の解釈

　中東・北アフリカ地域における各地の民衆の信仰を記録した詳細な民族誌のなかには、樹木や巨
岩、泉など多様な自然に対する人々の関わりが記されてきた。それらの先行研究は、対象を通して
顕現するジン（精霊）や聖者（聖者の霊、聖者の魂、聖者の力）などといった存在とともに考察が
行われてきたという点で共通している。以下ではまずジンや天使など、次に聖者と関わる先行研究
をまとめる。

1）　モノに関しては、聖遺物をめぐる研究も近年なされてはいるが［小牧 2002; 大稔 2009など］、これらの研究も聖
者の力やバラカを示すものとしての聖遺物であるために、聖者信仰の研究に包摂されるといってもよいであろう。

2）　このことは、イスラームの鍵概念であるバラカについても同様であり、斎藤がバラカ概念をめぐる研究が聖者
に偏ってきたとする考察［斎藤 2010b］にも通ずるであろう。
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　Douttéは、不思議で神秘的な力が、霊たち（esprits）、悪魔たち（démons）、神 （々dieux）などといっ
た存在に擬人化（personnification）されていると述べる［Doutté 1984(1908): 438］。このように、樹
木に関係する超自然的な現象が、霊やジンなどといった存在によるものとみなされている事例に着
目した研究は多い。例えば、樹木にいるとみなされている精霊（génie）を恐れ、うやまう［Astley 

1910: 122–123; Dermenghem 1982(1954): 36–38］、樹木などに取り付くジンが病気を治す［Westermarck 

1926: 66, 73, 87, 85, 87］、アカシアにはアカシアの住民（inhabitants）がおり、果実を使用すると祟
りがある［Hornblower 1930: 17–19］、樹木の枝を折るとそこにいる天使やジンの怒りに触れる［ス
ミス 1941: 238］、天使や悪魔が住んでいるとされる樹木を恐れ、うやまう［Goldziher 1971: 316–

317］、ジンが出没するイチジクの枝に祈願する［Crapanzano 1973: 80］、ナツメヤシが実をつけな
い場合、そこに住んでいる霊（spirit）によるものだとして脅す［Altman 2000: 45］、などといった
事例である。
　このような樹木の霊的な存在に対する信仰は、イスラーム以前の信仰が異端ながら残っている
と理解される［Goldziher 1971: 318; Reat 1975: 5–8］。同様に、アニミズム的なイスラーム以前の信
仰が現代においても残っている［Astley 1910: 122–123; Hornblower 1930］、影響している［Zwemer 

1920; Brett 1990: 31］、融合している［Parshall 2006: 61–66］などといった解釈も多い3）。これらの
研究は、そのような信仰がイスラームの外にあるものであり、それがイスラーム世界にも残ってい
る、融合していると解釈する点で共通している。
　一方で、聖者と樹木との関わりに注目した事例も、中東・北アフリカの様々な地域で報告されて
きた。これらの研究は、聖者というイスラームに認められた存在が樹木を通して顕現されることか
ら、イスラームの信仰のなかに位置づけて解釈している［Dafni 2006: 9］。この点において、先述
の解釈とは異なっているといえる。
　これらの事例においては、聖者にまつわる伝説などによって、樹木と聖者が関連付けられてい
る。例えば、聖者が座るなどして休んでいた樹木［Zwemer 1920: 214–215; Westermarck 1926: 49, 62, 

68］、聖者が植えた樹木［Hornblower 1930: 17］、聖者が水浴びをした場所にあった樹木［Westermarck 

1926: 66］、聖者が説教をしていた場所にある樹木［Reilly 1981: 95］、根元に聖者が埋葬されている
とされる樹木［Westermarck 1926: 67–68; 大塚 1989: 95–96］などが、他の樹木と差異化され、時に
は聖者同様に聖なる樹木とみなされる。樹木にシャイフの魂が宿る（dwell）［Buhl 1947: 95–96］、
樹木自体が聖者の墓とされることで樹木に聖者が宿る［Goldziher 1971: 318］などの事例もある。
このように、様々な聖者の「ゆかり」により、聖者の魂や力が樹木に存在するとみなされ、ムスリ
ムに働きかける事例が着目されてきた。
　現地のムスリムは、このような樹木に顕現する聖者の存在に対して、恐れたり、とりなしを願っ
たり、祈願をしたりといった様々な行為を行う。例えば、聖者の魂を尊重して樹木の幹や枝を切
らないようにする［Jaussen 1908: 333; Westermarck 1926: 67, 74–75］、聖者廟の周囲にある樹木を保
護する［Deli et al. 2005; Taïqui et al. 2009］、樹木を切る際には祭りや捧げ物をする［Blackman 1925: 

56］などである4）。また、聖者の許しを請うために、収穫物や家畜、農機具、財産などを樹木に
捧げる［Reilly 1981: 95; 鷹木 2000: 209–210; Dafni 2007: 11］といった事例も多い。また、豊作や家
畜の安全の祈願や、病気治癒や子授けなどを願うことも多く行われてきた［Westermarck 1926: 67–

3）　アニミズム的な解釈以外にも、Dermenghemは樹木をはじめとしたあらゆる対象に見出せる信仰をマナのような
ものとし、先史時代から継承されているという理解をしている［Dermenghem 1982(1954): 36］。

4）　これらの樹木を保護する理由として、切った後に切り株から血が出るなどといった伝説が付随している場合が
多い［Westermarck 1926: 67-68］。
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68, 75–76; Sharma & Pegu 2011: 2］。病気治癒や子授けを求めて樹木に布や服を捧げたり、釘を打ち
付けたりする事例も多く見られる［Astley 1910: 122–123; Doutté 1984(1908): 436–438; Westermarck 

1926: 75–76; Hornblower 1930: 17; 大塚 1989: 95–96］。Dafniは樹木に衣服や布をまきつける行為
は、中東・北アフリカの様々な地域で広く見られ、病気治癒と聖者の魂をなだめる目的である共
通点を指摘する［Dafni 2002］。具体的な祈願だけでなく、幾世代も前の聖者の霊（genius）から恵
み（blessing）を得る［Astley 1910: 122–123］などといった事例のように、漠然と恵みを求めて樹
木をうやまう事例もある。
　Dafniは、中東地域で聖樹（sacred trees）とされムスリムの信仰と関わるものは、聖者の魂が宿っ
ている（abode of the spirit/soul of a saint）樹木であるとする［Dafni 2006; 2007］5）。同様に、Zarcone

はイスラーム世界において樹木や石に関する信仰のほとんどは聖者と関わる事によって崇敬の対象
になっていると述べている［Zarcone 2005: 41］。この議論からも、聖者と関わる樹木が、樹木をめ
ぐる信仰を考える際の中心的な考察対象となってきたことが理解できよう。
　このように、中東・北アフリカにおける樹木とムスリムの信仰との関係についての考察は、常に
樹木の背後にある聖者やジンなどの存在が前提とされてきた。Kanʻānが、樹木自体を崇拝（venerate）
しているのではなく、神のような人（godly person）から（樹木に）もたらされる神の力を崇拝し
ていると述べるように［Kanʻān 1928: 151］、民衆に対して神の力を発揮するのは樹木ではなく、そ
こに示される神の介在者である聖者であるとみなされてきた。その一方、樹木そのものが現地のム
スリムにとって持つ意味や役割は等閑視されてきたといってもよい。

2-2. 樹木をめぐる神学的議論の解釈

　このような研究とは別に、イスラームにおける樹木の意味を神学的な観点から考察する研究が存
在する。Reatは、クルアーンや、ブハーリー、イブン・ハンバルなどのハディースに依拠しながら、
イスラームにおける樹木の意味や象徴を考察している6）［Reat 1975: 8–19］。Schimmelも、クルアー
ン 14 章 24 節7）を用い、樹木はすべての良いことのシンボルであり、よい言葉とは樹木のようなも
のであるとする［Schimmel 1994: 17］。Musselmanはクルアーン 14 章 24‒25 節や 56 章 27‒33 節にお
いて、イスラームにおいてよき信者や天国を示すシンボルとして樹木が記されている事を述べてい
る［Musselman 2003: 48］。このように、樹木のイスラームにおける意味や象徴性について、クルアー
ンやハディースなどのテクストをもとに考察したものとしては、他にも［Lechler 1937: 369–370; 

Farooqi 1997; Waines 2001: 358–362; Leaman 2006: 451–457; Marwat et al. 2009］などがあげられる。
　これらの考察はイスラームの神学的な側面に着目した考察であり、実際のムスリムたちが、それ
らの樹木とどのように接しているかという考察は、なされてこなかったと言ってよい。前述したよ
うに、現地のムスリムと樹木との関わりは、ある特定の樹木を対象として、その背後にある聖者や
ジンの存在と共に考察されてきたのである。先述した Reatにおいても、神学的な考察をしつつも、
実際のムスリムと樹木との関わりについては、ジンや天使などの超自然的な存在が宿っていると現
地のムスリムからは考えられており、それらはイスラーム以前の異端的な信仰や迷信であると解釈

5）　Dafniは、実際には中東地域において聖者との関係が見いだせない樹木に対する信仰があったとしても、歴史の
中で聖者の存在が抜け落ち、樹木への崇拝だけが残っている可能性があるとも述べる［Dafni 2007: 7］。

6）　Reatによれば、クルアーンの記述に加えて、いくつものハディースにおいて樹木が「幸運の樹（shajara 
al-ṭūbā）」と記されているとし、イスラームにおける樹木の意味の重要性を論じている［Reat 1975］。

7）　14 章 24 節にある「それは良い木のようなもので、その根は固く安定し、その幹は天に（聳え）」（『日亜対訳・
注解　クルアーン』日本ムスリム協会）という部分がその論拠として示されている。
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している8）［Reat 1975: 6–7］。
　このように、実際のムスリムの間における樹木をめぐる信仰の考察と、イスラーム世界における
樹木を啓典などのテクストから考察する場合との間には乖離がある。前者はある特定の樹木をとり
あげ、それらが聖者やジンなどの霊的な存在や力を民衆に顕現させる有様を考察してきた。後者は
テクストをもとに、特定の樹木ではなくある種の樹木や樹木全体が、イスラームにおいてどのよう
な意味を担っているかということを論じてきた。聖者やジンといった存在によることなく、樹木が
現地のムスリムの信仰にとってどのような意味を持ち、何をなすのかという考察はなされてこな
かったことが指摘できよう。

3. チュニジアにおけるオリーブの事例

　本節でははじめに、チュニジアにおけるオリーブの概況を簡単に述べた上で、フィールドワーク
から得られたデータをもとに、チュニジアのムスリムにとってオリーブがどのような存在であるか
を論じる。

3-1. チュニジアにおけるオリーブの概況

　オリーブ（Olea europaea L.）はフェニキア時代以前からチュニジアで栽培されていたとされ、当
時からオリーブ油による地中海交易がなされていたとされる［Larbi et al. 2009］。現在でもオリー
ブ油が輸出に占める割合は高く、2005 年にはオリーブ油は食糧輸出額の 34.9％を、総輸出額の 2.7％
を占めている9）［Labaied 1981: 54］。
　チュニジア国内には約6600万本のオリーブが植えられており、農業従事者のうち約20％はオリー
ブに携わっているとされる［Karray et al. 2009: 6］。大規模な農場経営者による栽培は少なく、10 ヘ
クタール以下の農地が全農地の 57％、5ヘクタール以下の農地が 35％を占め10）［Larbi et al. 2009: 3, 

5–7］、小規模農家による栽培が行われてきたことが指摘できる。チュニジア国内では 59 の品種が
栽培されているが、中部、南部をはじめとして乾燥に強い chemlaliが全国の約 3分の 2の地域で栽
培されているとされる［Larbi et al. 2009: 7］。ヨーロッパなどに比べて乾燥地帯であるために、そ
の年の生産量が雨量に大きく左右されるという特質があげられる11）。
　オリーブが有するのはこのような経済的側面だけではない。チュニジアで最も権威のあるモスク
の名はザイトゥーナ・モスク（オリーブのモスク Jāmi‘ al-Zaytūna）と呼ばれ、このモスクがイフリー
キーヤの法学的権威を独占してきた［Chater 2002: 488–490］。オリーブという名については、もと
もとキリスト教修道士の隠居場所があり、その近くにオリーブの樹があったことに由来していると
言われている［チュニジア文化・遺産保存省 2012 年 8 月 28 日閲覧］。その他にも、チュニジアで
オリーブの名のついた企業や機関が多いことは、チュニジアの歴史・文化とオリーブが密接な係わ

8）　Reatは、アラビア半島においてイスラーム成立以前から樹木に関する神話的な信仰が存在しており、それらが
イスラーム成立後も存続していることから、「異端的」ながらもイスラーム化されて、現在まで残っているとし
ている［Reat 1975: 1–8］。

9）　特に 1962 年にオリーブ油を優先的に輸出することで経済・社会の発展を図る国家開発計画が打ち出されたこと
により、オリーブ油の生産量は拡大していった［Karray 2006: 2］。このように、チュニジアのオリーブ油生産は、
海外への輸出と密接に関わってきたといえる。

10）Larbiによれば、それらのチュニジアの農業従事者のうち 43％が 60 歳を超えており（2005 年）、高齢化が問題と
なっている［Larbi et al. 2009: 5–7］。

11）例えば 2001 年の生産量 3万トンと、2003 年の 28 万トンのように、年によって生産量の差が著しい［FAOSTAT 
2012 年 8 月 28 日閲覧］。
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り合いにあることを示している。例えば、ラジオ局の Idhā‘a al-Zaytūna FM（FMオリーブ放送局）12）、
イスラーム銀行のMaṣrif al-Zaytūna（オリーブ銀行）などの他にも、カフェやレストランなどの名
前にオリーブの名はよく付される。また、現在のチュニジアの 5ミッリーム貨幣の両面、1ディナー
ル貨幣の表面、5ディナール貨幣の裏面にはオリーブの絵が描かれている。このように、チュニジ
アで様々な企業や商店の名にオリーブが付されていることは、何らかの意味を想起させるような存
在であることが伺える。
以下では聞き取り調査と参与観察の資料から、民衆がオリーブに対して感得する意味や概念の一端
を明らかにしたい。

3-2. オリーブに関する聞き取り調査と参与観察

　本論は、2010年9月～11月、2012年2月～4月の計約4ヶ月間の現地調査によって得られたデー
タをもとにしている。調査は後述するオリーブグッズの販売所において販売者や購買者に聞き取り
調査を行った。販売所はチュニジア国内の都市や地方に分散するよう、チュニス、スース、マフディ
ア、スファックス、ガベス、メドニン、ドゥーズ、タタウィンにおいて行った。聞き取り調査の対
象は 47 人であり、年齢は幅広い層を心掛けたが、インフォーマルインタビューであるために、10
代 1 人、20 代 11 人、30 代 4 人、40 代 7 人、50 代 15 人、60 代 9 人という結果になった。
　また、人々とオリーブの関係をより詳細に調査するため、タタウィン県においてオリーブを栽培
している農村地（主に滞在したのはシェニニ村・108 世帯13））に、2010 年 10 月と 2012 年 2 月～ 3
月の計約 3ヶ月間住み込み、聞き取り調査と、農作業やオリーブの加工工程、オリーブやオリーブ
油の使用方法を参与観察した。タタウィン県を選定したのは、チュニジア南東部の樹木の 75％が
オリーブともされるように［Fleskens et al. 2005: 614］、代表的なオリーブのモノカルチャー経済地
域であることや［Farge 1973］、オリーブとの歴史的・文化的な関わりが顕著に見出せること［Zaid 

2006: 130］による。
　以下ではそのような調査により得られた資料から、（1）オリーブをモチーフとした商品、（2）オリー
ブをどのような言葉を用いて表現するか、（3）農村におけるオリーブと人の関わり、という 3点を
提示する。インフォーマントが語る言葉で特に重要と思われる表現はアラビア語チュニジア方言を
カタカナ表記にし、括弧内に正則アラビア語と日本語訳をつけた。

（1）オリーブをモチーフとしたグッズについて

　チュニジアでは、オリーブをモチーフとしたグッズが室内装飾具店、プレゼント店などで販売・
購入されている。これらは調査をした 8つの地方のすべてにおいて見出せる商品であり、チュニジ
アで一般的に販売・購入されている商品であることが理解できる。
　このグッズは、チュニスやスファックスなどの都市の個人経営の工房で製作されており、額縁な
どの付属品を除いて全てのパーツが国内で製作されているという。筆者はチュニスの工房において
これらのオリーブグッズを専門的につくる職人を参与観察した14）。アルミなどの金属でオリーブ

12）このような大企業の名に何故オリーブの名が付されたかは今回の調査では明らかにすることはできなかった。オ
リーブ放送局は、チュニジアで最初にクルアーンやハディースの朗誦を行ったラジオ局であるとされ、それらの
放送は正しいイスラームを教えるためであるとされる［Le journal du dimanche 2012 年 8 月 28 日閲覧］。

13）県庁の置かれているタタウィン市街地から 16kmほど南西にある村で、古くからオリーブ栽培が主な生業とされ
てきた［Louis 1975: 46–53］。

14）装飾具は、①アルミを鋳型にはめて葉の形をつくる、②つくられた葉を棒状のアルミに溶接する、③アルミの内
部の木材を加工する、④アルミでつくられた幹・枝・葉を木材にはりつける、⑤枝の先に琥珀を貼り付ける、⑥
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のミニチュアの形状をつくり、枝の先に琥珀をつけることがそれぞれのグッズに共通しているもの
の、その形状の種類や大きさは多様である。そのほとんどが額縁タイプか（写真 1）、置物タイプ
であり（写真 2）、樹木の高さが 15cmほどの小さいものから（約 3TD15））、大きいものでは 60cm
四方の額縁もある（約 100TD）。
　これらのオリーブグッズは少なからず宗教的な意味を持つとみなされることがある。その理由の
第一として、それらがクルアーンやモスクのミニチュアなどの宗教的な商品と同じ場所に置かれて
いることがあげられる。筆者が調査した 8つの地方の販売所において、いずれもこのオリーブグッ
ズがおかれている同じ棚や、近くの棚において、クルアーンなどの商品が置かれていた（写真 3）。
第二の理由として、販売者や購買者に聞き取り調査を行ったところ、多くのインフォーマントから、
この商品は宗教的なものであるとの回答が得られたことによる。例えば筆者がタタウィン市内にお

それらを額縁やケースなどに入れて固定する、などの作業に分かれており、それらの工程をひとつのアトリエで
全て行う場合もあるが、①～⑥の各作業を専門に行う職人もいる。特に①の葉の部分の作成は大量生産する必要
があるので、他の②～⑥とは別の工房でなされる事が多いという。

15）1TD（チュニジア・ディナール）は 49.1 円（2012 年 8 月 31 日現在）。

　　

写真 1　2012 年 3 月 12 日筆者撮影（スース）

写真 2　2102 年 3 月 16 日筆者撮影（チュニス）
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いて販売者にオリーブグッズのことを聞いたところ、次のような答えが返ってきた。

Q：ハージャ・ディーニーヤ（ḥājāt dīnīyāt, 宗教的な商品）を探しているのですが。
A：宗教的な品ですね。（アッラーと書かれた額縁を示し）この辺でしょうか。
Q：ああ、そういうものです。
A：こういうムスハフ（クルアーン）とか、カアバ神殿とかです。あと、こちらの上の棚にあ
るものとか。これはクルアーンの章句です。（中略、説明続く……）

Q：このオリーブの樹もそうなのですか。
A：そうです。
Q：なぜオリーブの樹が宗教的商品なのですか。
A：クルアーンに「オリーブとイチジクの樹」と書かれているからです。
Q：ではイチジクもこのような商品があるのですか。
A：いえオリーブだけです。
Q：なんでオリーブだけなのですか。
A：……こういうものなのです。

（20 代・女性・タタウィン・雑貨屋店員・2012 年 3 月 7 日）　　

などといった説明を受けた。また、次の会話はチュニスにおいて購買者との会話を記録したもので
ある。

Q：オリーブのプレゼントを買っているのですか。
A：そうです。
Q：何故オリーブの樹がプレゼントにされているのですか。
A：これはバラカだからですよ。クルアーンにあるからです。
Q：どのように使うのですか。

写真 3　2012 年 3 月 14 日筆者撮影（スース）
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A：結婚式や新しい家に引っ越した時にプレゼントします。ちょうど甥が結婚するのでプレゼ
ントするのです。壁に飾っておくといいことがあるのです。

（40 代・女性・チュニス・購買者・2012 年 3 月 16 日）　　

　このように、バラカという概念でオリーブグッズを説明するインフォーマントもいた。新居など
の家に飾っておくと、よいことがあると考えられており、実際に筆者はこれらのオリーブグッズを
見かけたことがあり（2010 年 11 月 1 日、ドゥーズ・結婚後の新居にて）、結婚の際のプレゼント
としてもらい受けたという説明を受けた。
　このように、オリーブグッズは、単なる装飾具というよりも、バラカなどのいいことをもたらす
宗教的な意味がある商品として位置づけられていることが理解できる。もちろんそれがクルアーン
などのモノと同じような位置づけかと言えば、「クルアーンは特別なものであるので、クルアーン
とは違う」と語るインフォーマントがいるように（40 代・男性・タタウィン・2010 年 11 月 8 日）、
クルアーンなどの宗教的な商品と同等にみなされている訳ではない。しかしながら、単なる装飾具
でもない存在であることが理解できる。

（2）オリーブをどのような言葉を用いて表現するか

　調査期間中に、筆者はオリーブについて住民たちが語る表現や言葉を記録した。例えばインフォー
マントは次のようにオリーブを語った。

オリーブの樹はバラカ（baraka, 祝福）をもたらすという意味がある。オリーブの樹は他の樹
と違いムカッダス（muqaddas, 神聖）である

　　（60 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 9 日）　　

オリーブとイチジクはシャジャラ・ムバラカ（shajara mubāraka, バラカを与えられた樹）。オリー
ブはシャジャラ・ムカッダサ（shajara muqaddasa, 神聖な樹）。イチジクも大切だが、オリーブ
は違う意味がある。

　　（40 代・男性・メドニン・2012 年 4 月 7 日）　　

オリーブの樹はサラハ（ṣalāḥ, 役に立つもの）であり、ムバラカ（mubārak, バラカを与えられ
たもの）である。イチジクやナツメヤシもバラカはあるが、それらよりもバラカは強い。

　　（10 代・女性・タタウィン・2010 年 10 月 23 日）　　

　他にもインフォーマントは、特別 / khāṣṣ / special、大切 / hāmm / important、祝福された / 
mubārak、 神聖な / muqaddas、女王 / malika、役立つもの / ṣalāḥ、不可欠のもの / vital、生活の
シンボル / symbol de la vie（アラビア語チュニジア方言 / フランス語）などといった言葉でオリー
ブを語った。最もよく使われる表現は「祝福された」、「恩寵のある」などという意味の barakaと 
mubārakという語であり、オリーブがバラカと密接な関連性のある樹木であることが確認できる。
「神聖」なという意味の muqaddasについては、

オリーブとナツメヤシとイチジクとブドウはムバラカ（mubārak, バラカを与えられた）樹で
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ある。しかし、ムカッダス（muqaddas, 神聖）は神のみに使う言葉なのでよくない
（50 代・男性・タタウィン・2010 年 11 月 1 日）　　

と語る人もいた。
　上述の記録は筆者とインフォーマントとの間で行われた会話であるが、これとは別に、筆者が
農作業などの参与観察を行う中で、住民が自発的にオリーブをバラカであると語った事例も見出
すことができる。例えば、一日の農作業の最後に果実の収穫が終わり、それを籠に移す局面にお
いて「バラカ」とつぶやく状況を記録した（40 代・男性・タタウィン・2012 年 2 月 18 日、50 代・
男性・タタウィン・2012 年 2 月 19 日、50 代・男性・タタウィン・2012 年 3 月 8 日）。また、「今
年は豊作でしたね」とこちらが尋ねた返答として「そうですね。これはバラカですね。」などと
いった返答が返ってくることもあった（50 代・男性・タタウィン・2012 年 3 月 8 日）。このように、
インフォーマントの生活のなかで、オリーブがバラカという概念によって語られる状況があるこ
とが理解できる。
　何故オリーブは神聖やバラカなどといった言葉で語られるのかとこちらが問うたところ、イン
フォーマントは様々な答えをもってオリーブの特異性を説明した。便宜上、筆者がそれらの回答を
おおまかに分類したところ、次の 3点による説明が主たるものであった。①クルアーンに記されて
いることによる説明、②オリーブの利用価値による説明、③オリーブの生命力による説明である。
　①クルアーンによる説明に関しては、多くのインフォーマントから

オリーブの樹が他の樹と違い神聖であるのは、クルアーンに書かれているからである。
（60 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 10 日）　　

オリーブはクルアーンに明記されているので、バラカを与えられたものであり神聖である。イ
チジクとオリーブが明記されている。しかし、オリーブは別にオリーブオイルの記述があるた
めに特別である。

（60 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 25 日）　　

などといった説明を受けた。実際にクルアーンにはオリーブに関する記述が 6箇所にわたり存在す
る。特に 24 章 35 節16）は彼らが説明する際に、頻繁に引用する箇所である。しかし、クルアーン
の中にはナツメヤシやブドウ、ザクロなどその他の樹木も神が与えたものとして記されている。イ
ンフォーマントはこのクルアーンによるという説明に加えて、②オリーブの利用価値や、③生命力
が他の植物とは違う事を語り、その特異性を説明する。
　②利用価値については、

光は今は電気ですが、昔はオリーブ油に布をたらして燃やしていました。だからです。他にも
食事にもなるし、薬にもなります。薬は喉や肌の荒れも治します。

16）24 章 35 節は「アッラーは、天地の光である。かれの光を譬れば、燈を置いた、壁龕のようなものである。燈は
ガラスの中にある。ガラスは輝く星のよう。祝福されたオリーブの木に灯されている。（その木は）東方（の産）
でもなく、西方（の産）でもなく、この油は、火が凡んど触れないのに光を放つ。光の上に光を添える。アッ
ラーは御好みの者を、かれの御光に導かれる。アッラーは人びとのために、比喩を挙げられる。本当にアッラー
は凡てのことを知っておられる。」（『日亜対訳・注解 クルアーン』日本ムスリム協会）。
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（60 代・男性・チュニス・2012 年 3 月 17 日）　　

それは全ての薬になるからです。全てです。例えば肌にもいいし、喉の痛みも和らげます、髪
の毛にもつけます。

（50 代・女性・マフディア・2012 年 3 月 13 日）　　

などといった説明がなされた。それらの説明のなかでも薬として利用できることは、オリーブがバ
ラカや神聖である理由として最も頻繁に語られた理由であった。実際に、農村部ではオリーブ油は
喉の痛み、頭痛、筋肉痛、関節痛、胃痛などに効くと言われている。またオリーブ油だけでなく、
その搾りかすさえも胃によいとされる。筆者の参与観察でも、風邪をひいたインフォーマントがオ
リーブ油を飲んでいるところ（2012 年 3 月 10 日）や、オリーブ油の搾りかすが胃によいといって
食べている場面（2012 年 4 月 6 日）に出くわしたことがある。チュニジア人文学者である Zaïedは
オリーブ油のことを「ほとんどすべての病気から身を守り、健康を保障してくれる」とし、それが
ゆえに「神の液体」（Le liquide divin）とも表現している［Zaïed 2006: 133］。
　薬用以外にも、村内では様々にオリーブが利用されている。オリーブの果実や油を食用にするこ
とはもちろんのこと、オリーブ油は髪や肌を守る美容液、搾りかすは家畜に与える良質の餌、木材
は建築や農具の資材、根や幹は木炭に加工されて村内での燃料となる。また、村内の農民の現金収
入になっているという側面もある17）。このように、オリーブは実際に様々な用途によってチュニ
ジア南東部の農村部の人々を支えている事が理解できる。
　③オリーブの生命力については、

イチジクも大切だが、オリーブは違う意味がある。何故なら、オリーブは長い年月生きる。
500 年以上も生きるものがある。タタウィンには 15 年間雨が降らない土地があるが、それで
も生きている樹がある。それは不思議な事ではないか。また、ヨーロッパでも育つのに、サハ
ラでも育つ樹である。どこの地域、気候でも育つのがオリーブであり、どこでも適応するのが、
オリーブが特別な理由である。

（40 代・男性・メドニン・2012 年 4 月 7 日）　　

（オリーブの樹が他と違うのは）その生命力による。死なない樹だから。他の植物が乾燥によ
り枯れている時でも「オリーブの樹は常に緑である」とも言われる。

（10 代・女性・タタウィン・2010 年 10 月 23 日）　　

などといった説明がなされる。「オリーブの樹が死なない」「乾燥地において他の樹が枯れている時

17）2005 年の調査では 108 世帯の村において、平均して 1世帯 37 本のオリーブの樹を所有している（農業省の下部
組織である地域農業開発省 Commissariat Regional de Développement Agricoleが 2005 年に行った調査の資料に基づ
く）。各世帯が 1年間にどのくらいの収入をオリーブから得ているのか数量的に調査結果は得られていないが、
2012 年春の収穫においては多くの農家から 300L から多い農家では 1500L のオリーブ油の収穫があった。これを
販売価格で計算すると、1500 ～ 7500TDの収入をオリーブ油から得ていることとなる。
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でも、枯れない」などという説明は18）、多くのインフォーマントから説明されることである19）。

（3）チュニジア南東部の農村におけるオリーブをめぐる儀礼・慣習

　上記では、人々が語る台詞に依拠しながらオリーブが持つ意味を考察したが、ここではチュニジ
ア南東部のフィールドにおいてみられるいくつかの事例を考察する。
　一つ目は、南東部でもジェルバ島において特有にみられるバルブーラ（barbūra）と呼ばれる儀
式である。この儀式は、結婚式の際にオリーブの樹を訪ね、若い男もしくは女が 5人連なり、樹木
の周りを左周りで 3周回る。その後キブラに向かいサラートを行うものであり、この儀礼により、
新婚夫婦にバラカが与えられるとする。また同様の儀礼ではオリーブの枝葉を用いて、新郎は男児
を、新婦は女児をたたくことにより、子供が早く結婚するようになるという。実際にインフォーマ
ントは次のようにこの儀式を説明する。

A：ジェルバでは結婚式の際にオリーブの樹を回る風習があります。
Q：なぜオリーブの樹を回るのですか？
A：バラカが与えられるからです。他にも、オリーブの枝を持って小さい子を叩きます。これ
には子供が早く結婚するようにという意味が込められています。

（20 代・女性・ジェルバ・2012 年 4 月 5 日）　　

　バルブーラで周回する樹木は、それぞれの家の近くにある特定の樹木である。これらのオリーブ
の樹木に聖者やジンの存在があるという説明は受けたことがなく、何故オリーブが新婚夫婦にバラ
カを与えるのかと筆者が質問すると、インフォーマントは様々な説明によって説明をする。

A：オリーブがインダ・ラッビー（‘inda rabbī, 我が主のもと）にあるからです。シャジャラ・
ムカッダサ・ミン・インダ・ラッビー（shajara muqaddasa min ‘ind rabbī, 我が主のもとの
神聖な樹）といいます。タフスィールです。

Q：タフスィールですか？これはどこかのタフスィールに書かれているのですか？
A：いいえ。書かれている訳ではなくて、私の解釈です。

（20 代・女性・ジェルバ・2012 年 4 月 5 日）　　

それはシャジャラ・ムカッダサ（shajara muqaddasa, 神聖な樹）だからです。回ることでバラ
カが得られるのです。……（中略）……ジェルバは昔から交易者の島として栄えて、島の外で
働く人が多かったです。そういう人たちは、残された家族たちをオリーブの樹が食べさせてく
れるように頼んだといいます。

（50 代・男性・ジェルバ・2012 年 4 月 6 日）　　

　このような事例以外にも、チュニジア南東部の慣習とオリーブは密接に関わっている。奥野が現
18）タタウィン県は年間降水量 100mm前後の乾燥地帯で、「降水は不確実で、貧弱な地面」と述べられるように
［Mzabi 1989: 23-24, 153］、同地域の植生は乏しく、栽培可能な土地と作物はかなり限定されている。インフォー
マントが先述のような語りをする時、このような過酷な環境であることが、オリーブの生命力が特異であること
を更に際立たせているとも言える。

19）あるインフォーマントはローマ時代から生きている樹があると語り、あるインフォーマントは shajara hallaとい
う名前の付いたオリーブの樹がこの地域で最も古く、樹齢は 900 年であると語る。
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地の人々の自然に対する作業・利用の方法や作法は、彼らの自然に対する世界観が表出する場であ
ると述べるように［奥野 2011］、現地の農作業やオリーブの利用方法に、彼らのオリーブに対する
世界観がみてとれる。例えば、

私たちの村では、オリーブを収穫する際に、樹に触らずに落ちてくるのを待つ。それはオリー
ブを大切に扱うために、樹に触らないからである。

（40 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 3 日）　　

と述べるように、オリーブを尊重するがゆえに、それらが行為として示されると語るインフォーマ
ントがいる20）。筆者が 2012 年の収穫期において参与観察したところ、確かに地面に落ちた実を拾
う収穫方法がなされながらも21）、枝をしごきながら収穫する場合もあり22）、その収穫方法が常に
守られている訳ではない。しかしながら、そのような収穫方法を用いる理由として、オリーブを尊
重する動機によって説明するインフォーマントがいるという事が注目に値するであろう。
　また他の事例においては、

オリーブの葉は家畜に与えることはない。それはハラームに等しい。オリーブの樹を勝手に切
ることは、大変な悪徳とされている。

（60 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 10 日）。　　

オリーブの葉を家畜に食べさせることはハラームである。他の樹は食べさせるが、オリーブは
食べさせない。

（30 代・男性・タタウィン・2010 年 10 月 25 日）。　　

などと語られることがあった。筆者の参与観察においては家畜を放牧させる際に、神経質に家畜が
オリーブの樹に近づくのを防止する場合もあれば、剪定して切られた枝葉はヤギなどの家畜に与え
られるなどといった場面もあった。つまり、先の事例と同様に、必ずしも守られている訳ではない
が、オリーブを尊重する行為としてインフォーマントが説明づけていることが指摘できる。
　本節では、チュニジアにおいてオリーブが神聖な樹、バラカの樹といった言葉で語られることが
あり、イスラームの信仰に関係していることを示した。オリーブがそのような宗教的な意味を強く
示すのは、クルアーンに記されていることに加えて、それが病気治癒などをはじめとして、家畜の
餌から燃料、または現金などといった現世利益につながること、乾燥地帯という環境においても他
の植物とは違う特異な生命力を持っていることが理由としてあげられた。インフォーマントの一人
からも、樹木に聖者やジンの存在があるという説明はなされなかった。

20）しかしながら、インフォーマントによっては、「収穫期が遅いのは、より美味しいオリーブ油を精油するためで
ある。」（30 代・男性・タタウィン・2012 年３月 8日）と語る場合もある。つまり、この行為に対する解釈の有
り様も、住民によって違うことが理解できる。

21）調査地の収穫は実が樹から落ちるのを待つ為に、他の地域に比べて 2ヶ月から 3ヶ月ほど遅れてはじまる。2012
年の場合は 2月に入り各農家が収穫を始めた。

22）調査地においては、実を樹から落とす作業であるハルターン（harutān）と、落ちた実を集めて拾う作業であるマ
スハーン（masuhān）は別の作業として区別される。マスハーンがオリーブを大切にしているがゆえになされる
行為として説明され、調査地に特有の収穫方法であるが、実際にはハルターンも行われる。
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4. 考察

　第 2節で述べたように、これまでイスラーム世界各地の樹木に対する信仰を理解する際には、聖
者やジンの存在がその対象に顕現することに焦点があてられてきた。それらの研究においては、民
衆が樹木に示される聖者やジンの存在に対して、恐れたり、病気治癒やバラカを求めて祈願する事
例が考察されてきた。
　一方で、本論の事例が示すのは、聖者やジンといった存在に関わらず、チュニジアのムスリムに
とって、オリーブに信仰上の意味が認められるという事である。オリーブがもたらす病気治癒など
様々な利益を神のバラカとみなし、乾燥地でも死なないその生命力に神の力を感得し、結婚後に神
のバラカを得られるようにオリーブの樹のもとで祈願をする。そして、人々はそれらをイスラーム
の信仰のなかに位置づけているといったことが理解できる。
　聖者はバラカの視覚的な受け取り手であり、バラカを人々の間に広めるとされるように［Gellner 

1969: 74］、聖者たるゆえんの大きな要素として、バラカとそれを奇蹟などの発現を通じて民衆に伝
えることがあげられる。そしてそのようなバラカの発現としてみなされる一般的な事象に、病気の
治癒や現世利益をもたらすということがあげられる［大塚 1989: 79］。このことと、チュニジアの
オリーブの事例がある部分で類似しているのは、オリーブもインフォーマントにとってバラカをも
たらす存在であるとみなされ、その理由として病気治癒や現世利益が説明されている点である23）。
　大塚はムスリムとアッラーの関係を交換論的に考察し、両者の間に聖者を介する「間接的交換」
という概念を示す［大塚 1989: 121–134］。この場合、＜神－聖者－ムスリム＞という構図で、ムス
リムは聖者を介して神との間で祈願や現世利益といったやりとりをすることとなる。第 2節で示し
た先行研究の多くの事例においては、聖者にゆかりのある樹木が聖者の存在や力を示すということ
であった。聖者は既に死んでいるために、＜神－聖者（樹木）－ムスリム＞といったように、樹木
を通じて聖者の力（その源泉は神の力）が示されることとなる。また、樹木を通じて聖者（ひいて
は神）に取り入るといった逆方向の構図もなりたつ。
　一方、チュニジアにおけるオリーブの事例においては、聖者やジンといった存在が樹木に顕現す
るとみなされているわけではない。しかしながら、オリーブは先述したように民衆の病気を治し、
利益をもたらし、また通常不可能な特質をそなえる事によって、現地のムスリムにバラカなどの神
の力を感得させている。つまり、＜神－樹木－ムスリム＞という経緯により神の力が示される。チュ
ニジアという地域において24）、ジンや聖者などの存在抜きにしても、オリーブは神のバラカを示
す媒体であることが理解できる。アッラーが抽象的で遠い存在であるのに対して、聖者が可視的な
実感をもって神のバラカを具現する者［大塚 1989: 158; 赤堀 2004: 241–425］であるとすれば、オリー
ブも同様に神のバラカを可視化・具現化するモノであるといえる。
　このように、ある部分では聖者とオリーブは同じような役割を持つ一方で、それらの間には当然
ながら違いも存在する。その特筆すべき点は、聖者や聖者廟と比して、オリーブは彼らの日々の生
活の中で使われているという事であろう。例えばチュニジアの家庭において、オリーブオイルは毎

23）加えて、オリーブは他の樹木とは違う不思議な生態を有しているということが、バラカの樹である理由としてイ
ンフォーマントから説明されているということは、通常不可能と思われることを神のバラカによりなし得るとい
う奇蹟（karāma）の概念と類似しているとも考察できるかもしれない。インフォーマントは直接「奇蹟」という
言葉でオリーブを語った訳ではないが、今後も調査を続ける上での一つの課題であろう。

24）「チュニジアという地域」という地理的な範囲に関しては、オリーブグッズがチュニジアの 8つの調査地におい
て共通して確認でき、それぞれの地で同じようなインフォーマントの語りを得られたことからも想定できる。し
かしながら、チュニジア国内においても植生や文化は地方によって異なるので、よりミクロな地域的な差異が見
られるかどうかは、今後の課題である。
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日の料理に使われるほど日常的なものである。しかしながら、それがある場面では宗教的な役割を
担うことがある。例えば本論でとりあげた事例においても、ある特定のオリーブではなく、チュニ
ジアの民衆の間で日常的に使われているオリーブやオリーブ油が、収穫期において住民たちに恵み
をもたらす局面や、病気治癒をする局面において特に神のバラカを感得させていることが理解でき
る25）。このように日々の生活の中にあるモノが、可変的に神のバラカを具現し、感得させ、ムス
リムと神の間で媒介的な役割を担うことがある。オリーブはこのような役割を潜在させており、そ
れがある局面で発現するという見方もできる26）。
　このように、ある対象を可変的にとらえる視覚をもつことで、あるモノがムスリムの信仰にとっ
て大きな意味と役割を担う場合があることが理解できる。イスラームにおけるモノの意味と役割に
ついては、Schimmelが個別具体的なそれぞれのモノがイスラームにおいてどのような意味を持つ
かということを現象学的に考察することの意義を示している［Schimmel 1994］。この Schimmelの
神学的な側面からの考察にも増して、人類学的な考察が必要とされると思われるのは、このように
民衆の間における日常的なモノが、どのような局面で宗教的な意味を顕現させ、神と人とを媒介す
るモノとしてたち現れるのかという動態を考察できるからである。

5. おわりに

　人類学的な研究においては、モノに着目した考察が近年活発になり、モノと概念をめぐる議論が
盛んに行われている［Henare et al. 2007; 足立 2009など］。「一見すると非物質的な領域に属するよ
うな活動、たとえば「神」、「あの世（他界）」、「霊」などの「メタフィジカル」な存在に関すると
される宗教や信仰の領域においても、（中略）物質的ないし身体的な次元が伴う」と述べられてい
るように［床呂・河合 2011: 3］、宗教や信仰の分野においてもモノに着目しようという動きがある。
　「厳格な一神教」的側面をもつと考えられがちなイスラーム世界においては、自然やモノに対す
る信仰を、アニミズムなどといった概念を用いたりすることで非イスラーム的なものと解釈するき
らいがあることは、先述した通りである。しかしながら、イスラーム世界にあるモノがムスリムの
信仰に関わらないという訳ではないであろう。むしろ、そのような一神教としてのイスラームの信
仰においてこそ、モノの意味や概念が民衆にどうたち現れるのかという問いは、意義があるのでは
ないだろうか。例えば、イスラームのバラカという概念が、オリーブによってチュニジアのムスリ
ムにたち現れてくる本論の事例が示すように、あるモノがイスラームの信仰にとって重要な役割を
担うことがあるからである。
　このようなモノを通じたイスラームの考察は、地域固有のイスラームのあり方や、多様なイスラー
ムの理解を促進する可能性を有しているように考えられる。本論を閉じるにあたって、このような
モノを通してイスラームを理解することによる展望を述べたい。例えば、本論で扱った、オリーブ
のモチーフをグッズ化させ、バラカをもたらすものとして家に飾ったり、神聖なものであるなどと
語ったりする事例は、チュニジアに特有なことであると思われる27）。チュニジアというオリーブ

25）本論のもととなった調査では、このような局面においてのみバラカという言葉が住民から発せられたが、より長
期的な調査により、それらのモノがどのような局面でバラカとみなされるのか、その動態をより長期的に調査す
ることが課題の一つであろう。

26）「潜在」という言葉は［森田 2011］において、ある関係がそのモノに潜在しており、それがあらわになるという
考察から引用した。

27）前述したようにクルアーンにも記されているオリーブが、イスラーム世界の各地で宗教的な意味を潜在させない
という事はないであろう。筆者はエジプトのムスリムからも「オリーブが神のバラカであり、健康にとてもいい
ものである」という語りを聞いたことがある。しかしながら、このように顕著に見出すことができるのはチュニ
ジアに特有の事象と考えられる。筆者のフィールドがチュニジアを専門としているため、他の地域と比較した場
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が地域の歴史や経済、文化と深く関わりを持つ地であるからこそ、現地のムスリムの信仰において
持つ役割が強くなるのだとも言える。
　赤堀は個々の時代状況や地域の固有性と折り合いをつける補完的な機構を有する聖者の役割に着
目しているが［赤堀 2005: 24］、モノにおいてもその時代や地域固有のイスラームの特徴を示す場
合がありえよう。このように、人（聖者）以外にもモノを通じて民衆のイスラームを理解しようと
する視座は、イスラーム世界における地域の固有性や多様性の更なる理解につながるのではないだ
ろうか。モノを通したイスラーム研究は、神の力が具現するというイスラーム世界に通底する「イ
スラームの一体性」と、それが具現される対象やなされ方は地域性が反映されるという「イスラー
ムの多様性」とを理解する可能性を秘めているように考えられる。
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